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町職員採用試験のお知らせ29年度
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乳幼児・こども医療
　ひとり親家庭医療の更新手続を
　『乳幼児・こども医療』『ひとり親家庭医療』受給者証の有効期限は７月 31 日です。更新の対象となる人
には申請書を送付していますので、手続きを行ってください。
　これまで受給していなかった人には、申請により窓口で判定を受けることができます。新規の受付は随時
行っていますので、お問い合わせください。

問町民福祉課 福祉係
　☎ 52-5810

◇受付期間
　７月 10 日（月）～７月 31 日（月）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　（土日・祝日を除く）
◇場所
　町民福祉課（③④窓口）
◇持参物
・健康保険証（乳幼児・こども医療…子どもの名

前が記載されているもの／ひとり親家庭医療…
世帯全員の名前が記載されているもの）

・印鑑
・平成 29 年１月２日以降に田布施町に転入した

人は、市町村県民税課税額を証明できるもの（平
成 29 年度の課税所得証明または平成 29 年度
市町村県民税特別徴収税額通知書）

※前住所地の市町村にご確認ください。

 『乳幼児・こども医療費助成制度』とは？
　０歳～小学校３年生までのお子さんの

医療費の一部を助成する制度です。所得
要件や配偶者の離職による特例がありま
す。詳細はお問い合わせください。

 『ひとり親家庭医療費助成制度』とは？
　18 歳までのお子さんを養育するひとり

親世帯の父・母・養育者とお子さんの医
療費の一部を助成する制度です。所得要
件や世帯要件、配偶者との死別や災害・
失業・疾病などによる特例があります。
詳細はお問い合わせください。
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　公共の場所である路上に駐輪された自転車および原動機付自転車は、歩行者の通行の妨げになり、特に体
の不自由な人にとっては危険です。さらには、緊急活動の妨げになるほか、街の美観を損ねるなどの問題も
引き起こします。
　そのため、田布施町では新たに『田布施町自転車等の放置の防止に関する条例』を制定し、駅周辺を自転
車等放置規制区域（下図）に指定しました。放置規制区域内に駐輪された自転車などは随時撤去されます。
　通勤・通学・旅行などで田布施駅を利用される場合は、自転車などを必ず駅前駐輪場に駐輪するようにし
てください。

問総務企画課 総務係
　☎ 52-5802

…田布施駅前駐輪場

…放置規制区域

心地よい音楽に癒されました 中学生が草刈りを行いました

　６月 18 日（日）、田布施中学校の生徒が
PTA・地域のみなさんとともに田布施中学校の
校地内と周辺の環境美化活動を行いました。
　参加したみなさんは協力し合いながら、グラ
ウンドや通学路で草刈り・ゴミ拾いをしました。

　５月27日（土）、城南小学校で『たぶせ・城南
ホタルまつり』が開催されました。
　山城太鼓・和太鼓集団山城組『空』をはじめ、
サウンドピース・マウンテンマウスなどが美し
い音楽を奏で、会場は大いに盛り上がりました。

自転車等放置規制区域を指定
～田布施駅周辺の迷惑駐輪はやめましょう！～
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　医療費が高額となった場合、これらの認定証を医療機関などに提示することで、窓口で支払う負担額が法
定の自己負担限度額までとなります。（P6をご覧ください）
※認定証の交付を受けずに医療費を支払った場合、自己負担限度額を超えた額は、後日、高額療養費により支給されます。

後期高齢者医療制度および国民健康保険の保険証などの更新について

　
【有効期限　７月 31 日】

　現在交付している『後期高齢者医療被保険者証』および『国民健康保険被保険者証』、『国民健康保険高齢受給
者証』（※１）の有効期限は７月31日です。新しい保険証などを７月中に簡易書留郵便で送付します。古い保
険証などは８月１日以降使用することができませんので、各自で処分してください（返却は不要です）。

限度額適用認定証および限度額適用・標準負担額減額認定証について

現在認定証をお持ちの人

　現在交付している平成28年度の認定証の有効期限は７月31日です。

　8月以降の認定区分が『区分Ⅰ』（※２）または『区分Ⅱ』（※３）となった人には、7月中に新しい認定証を
直接送付します。自動更新となりますので、更新手続きは必要ありません。

⇒現在、認定区分「区分Ⅱ」の認定証をお持ちの人で、その認定証を交付されている期間の入院日数が、過
去1年間で91日以上の場合は、申請することで食事代がさらに減額される場合があります。申請の際は、
病院の領収書など入院日数の分かる書類をご持参ください。

　同一世帯内に住民税の申告などをされていない人（未申告の人）がいる場合、負担区分の判定ができない
ため、自動更新となりません。該当者には山口県後期高齢者医療広域連合より『勧奨通知』が送付されます。
通知が届いた人で認定証が必要な場合は、健康保険課までお越しください。

①後期高齢者医療制度に加入されている人

※１　医療機関などの窓口で自己負担割合（１割、２割、３割）を示す白色の証です。70 歳の誕生日の翌月
　　　１日（誕生日が１日の人はその日）より使用することができます。75 歳の誕生日に後期高齢者医療制
　　　度へ移行するまでの間、交付されます。
　　　年度途中に 70 歳となる人については、受給者証を随時送付します。

※２　区分Ⅰ：世帯全員が平成29年度住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（年金収入は控除額を
　　　80万円として計算します）となる世帯に属する人、または老齢福祉年金受給者
※３　区分Ⅱ：世帯の全員が平成29年度住民税非課税であり、区分Ⅰ以外の人

後期高齢者医療制度 および

　　国民健康保険加入者 のみなさんへ 問健康保険課  保険年金係（⑥窓口）
　☎52-5809
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○期間
　８月１日（火）～ 8月31日（木）※土日を除く

　〔受付時間　午前8時30分～午後5時15分〕
○必要なもの　
・平成29年度の国民健康保険被保険者証
・現在交付されている平成28年度の限度額適用・標準負担額減額認定証または限度額適用認定証
・個人番号カード、または個人番号の通知カードおよび本人確認書類（運転免許証など）
・印鑑

更新手続き

　住民税非課税世帯の人または70歳未満の住民税課税世帯の人で、平成 29 年度もこれらの認定証が必要
な人は申請が必要です。期限内に必ず更新の手続きをしてください。

　現在、適用区分が『オ』または『区分Ⅱ』の認定証（青色）をお持ちの人で、その認定証を交付されている期
間の入院日数が、過去1年間で91日以上の場合は、申請することで食事代がさらに減額される場合があ
ります。申請の際は、病院の領収書など入院日数の分かる書類をご持参ください。

②国民健康保険に加入されている人

新規に認定証の交付を希望される人

　新たに認定証の交付を受けるには、申請が必要です。申請は随時受け付けていますので、必要な人は手
続きをしてください。認定証は申請を行った月の初日から有効となります。
※同一世帯内に住民税の申告などをされていない人（未申告の人）がいる場合は、正しい負担区分の判定ができません。

　健康保険課にご相談ください。

○対象となる人
【限度額適用認定証】
・70歳未満の国民健康保険加入者

【限度額適用・標準負担額減額認定証】（入院時の食事代も減額されます）

・同一世帯の国民健康保険加入者および世帯主の全員が住民税非課税で
　ある国民健康保険加入者
・ 同一世帯の全員が住民税非課税である後期高齢者医療制度加入者

○必要なもの　
・ 国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証
・個人番号カード、または個人番号の通知カードおよび本人確認書類（運転免許証など）
・ 印鑑

申請手続き

　　被用者保険（協会けんぽ・健康保険組合・共済組合など）や国民健康保険組合に加入されている人は、
　加入されている医療保険者にお問い合わせください。
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８月から高額療養費の自己負担限度額が変わります

　医療費の自己負担額が『自己負担限度額』を超えた場合、高額療養費が支給されます。
　平成 29 年 8 月から、国民健康保険に加入している 70 歳以上の人と後期高齢者医療制度に加入している人
のうち、所得区分が『現役並み』『一般』の人は、高額療養費の自己負担限度額が下表のとおり変更になります。
　また、『一般』の人については、外来の 1 年間（８月１日～翌年７月 31 日）の自己負担額の合計に、新
たに 144,000 円の上限が設けられます。

※１ 世帯収入の合計額が 520 万円未満（1 人世帯の場合は 383 万円未満）の場合なども含みます。
※２ 過去 12 ヵ月以内に 3 回以上、上限額に達した場合は、4 回目から『多数回』該当となり、上限額が下がります。

問健康保険課 保険年金係　☎ 52-5809

○国民健康保険・後期高齢者医療

所得区分
外来＋入院

（世帯ごと）
外来＋入院

（世帯ごと）
外来

（個人ごと）
外来

（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得
145 万円以上

44,400 円

80,100 円
＋（医療費－ 267,000 円）

× 1％
＜多数回 44,400 円 ※ 2 ＞

57,600 円

80,100 円
＋（医療費－ 267,000 円）

× 1％
＜多数回 44,400 円 ※ 2 ＞

一
般

課税所得
145 万円未満

（※ 1）
12,000 円 44,400 円

14,000 円
年間上限

144,000 円

57,600 円
＜多数回 44,400 円 ※ 2 ＞

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民税
非課税世帯

8,000 円

24,600 円

8,000 円

24,600 円

Ⅰ住民税
非課税世帯

（年金収入 80
　万円以下など）

15,000 円 15,000 円

　高額介護（介護予防）サービス費とは、介護サービスを利用する際に支払う利用者負担額が上限を超えた
場合に、その超えた額が支給される制度です。
　平成 29 年８月から世帯のどなたかが市町村民税を課税されている人の高額介護サービス費などの自己負担の
上限が 37,200 円から 44,400 円に引き上げられます。

（※）同じ世帯の全ての 65 歳以上の人（サービスを利用していない人を含む）の利用者負担割合が１割の世帯につい
　 ては、年間上限額：446,400 円（37,200 円× 12 ヵ月）が設定されます。（３年間の時限措置）

区　　分 上限額

現役並み所得者に相当する人がいる世帯 44,400 円

市町村民税課税世帯 37,200 円→ 44,400 円（※）

市町村民税非課税世帯 24,600 円

　・合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人
　・老齢福祉年金の受給者

15,000 円（個人）

生活保護受給者 15,000 円

【自己負担上限額（月額）】

【自己負担限度額（月額）】
平成 29 年７月まで 平成 29 年８月から

８月から高額介護サービス費の一部の月額上限額が変わります
問健康保険課 長寿支援係　☎ 52-5809

○介護保険

（介護予防）
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　農業委員会などに関する法律の改正により、『農業委員』はこれまでの選挙制から公募などにより議会の同意を
得て町長が任命することとなります。また、さらなる農地などの利用最適化を進めるため、新たに『農地利用最
適化推進委員』を農業委員会が委嘱することになりました。
　これに伴い、田布施町では、下記のとおり農業委員および農地利用最適化推進委員を募集します。

≪　農業委員　≫

◇募集人数
　７人
◇構成
　認定農業者が過半数、中立的立場の者を１人以上、

その他女性委員などにも考慮する
◇推薦する者
　農業者または農業者組織などの代表
◇推薦を受ける者・応募する者
　農業に関する識見を有し、農地などの利用の最適

化の推進に関する事項、その他の農業委員会の所
掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うこ
とができる者

◇任期
　平成 30 年 4 月 1 日～平成 33 年 3 月 31 日
◇主な業務
・農業委員会の総会における農地の権利移動や転用

に係る許可などの審議
・現場活動（農地の巡視、遊休農地対策業務、農地

利用の最適化推進活動など）
◇報酬
　年額 172,700 円

≪　共通事項　≫

以下のいずれかに該当する場合は、委員となることができません。
・破産手続きの決定を受けて復権を得ていない者
・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたは受けることがなくなるまでの者
・町税等の滞納がある者
◇申込方法　経済課農林振興係（⑬窓口）に備え付けの推薦・応募申込書で申し込む
※農業委員と推進委員の兼務はできませんが、双方に推薦・応募することは可能です。
※推薦・応募の申込書に記載された事項は、田布施町ホームページで公表します。（住所を除く）
◇受付期間　７月 18 日（火）～８月 15 日（火）必着

≪　農地利用最適化推進委員　≫

◇募集人数
　７人
◇地区内訳
　担当地区ごとに 1 人（①宿井地区 ②川西地区 ③

上田布施地区 ④下田布施・中央南地区 ⑤波野・
大波野地区 ⑥麻郷奥・麻郷地区 ⑦別府・馬島地区）

◇推薦する者
　農業者または農業者組織などの代表
◇推薦を受ける者・応募する者
　農地などの利用の最適化の推進に熱意と識見を有

する者
◇任期
　農業委員会からの委嘱を受けた日（平成 30 年 4

月予定）～平成 33 年 3 月 31 日
◇主な業務
・担当地区の現場活動（農地の巡視、遊休農地対策

業務、農地利用の最適化推進活動など）
・農業委員会の総会に出席し、審議事項について意

見を述べること
◇報酬
　年額 172,700 円

問田布施町農業委員会事務局
　☎ 52-5805

法改正により

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します
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★
玉
ね
ぎ
と
豆
苗
の
ナ
ム
ル
★

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
の
豆
苗
は
β-

カ
ロ
テ
ン
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
豊
富
で
、一
年
を
通
し
て
出
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

す
り
ご
ま
と
ご
ま
油
で
和
え
る
こ
と
で
風
味
が
増
し
、
ご
ま
の
成

分
を
効
率
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

あ
と
一
皿
、
野
菜
を
摂
り
た
い
と
き
に
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
減

塩
レ
シ
ピ
で
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①	

玉
ね
ぎ
は
縦
半
分
に
切
っ
て
横
に
５
㎜
幅
に
切
る
。
豆
苗
は

根
元
を
切
っ
て
３
㎝
長
さ
に
切
る
。

②	

耐
熱
の
ボ
ウ
ル
に
①
を
入
れ
、
ご
ま
油
を
か
け
、
ラ
ッ
プ
し

て
電
子
レ
ン
ジ
で
３
分
30
秒
加
熱
す
る
。

③	

別
の
ボ
ウ
ル
に
Ⓐ
を
合
わ
せ
、
水
気
を
き
っ
た
②
を
温
か
い

う
ち
に
加
え
て
和
え
る
。

１人分の栄養価
エネルギー：76kcal　塩分：0.3g
たんぱく質：2.4g　脂質：4.8g
カルシウム：57mg

材
料（
４
人
分
）

玉ねぎ	 1個（200g）
豆苗	 1袋（120g）
ごま油	 小さじ1
　　白すりごま	 大さじ2
　　酢	 大さじ1/2
　　ごま油	 小さじ2
　　しょうゆ	 大さじ1/2
　　砂糖	 小さじ1/3

8

・喫煙者がなりやすい病気　
　がん・循環器疾患・呼吸器疾患・糖尿病・歯周病

など
・受動喫煙でなりやすい病気
　虚血性心疾患、肺がん、乳幼児の喘息、呼吸器感

染症など

◆たばこが体に与える健康被害

健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

受動喫煙を予防しよう
問保健センター　☎ 52-4999

　受動喫煙とは、たばこを吸わなくても、周りの人が吸っているたばこからの煙や吐き出された煙を吸わされる
ことをいいます。受動喫煙によって年間約 15,000 人が死亡していると推計されています。たばこは吸っている本
人はもちろん、周りの人にも健康被害を及ぼしてしまいます。自分のため、大切な人のために、たばこの健康被
害について考えてみませんか。

　保健センターだより　

Ａ○

・換気扇や空気清浄機があれば大丈夫と思っていま
せんか？

→家庭用の換気扇では、十分な換気はできません。
また、空気清浄機ではたばこの煙の有害物質を除
去することはできません。

・ベランダで吸っているから大丈夫と思っていませ
んか？

→サッシや窓のすき間から室内に煙が流れ込むほ
か、喫煙者が室内に戻ってから吐く息の中にも有
害物質が含まれています。

　屋外に喫煙場所を設置する場合、受動喫煙を防ぐ

◆受動喫煙を防げていますか

ためには、建物からおおむね 10 ｍ以上離すこと
が必要です。町では健康増進計画をもとに、たば
この健康被害についての情報提供を行ったり、役
場や公民館では喫煙所を建物から 10 ｍ以上離す
取組みをしています。

　ニコチンは依存度が高いため、禁煙が困難と思う
人は一度、医療機関に相談してみることをおすす
めします。

　〔禁煙外来医療機関の紹介〕
　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a15200/

kenkou/kinengairai.html

＜参考　健康やまぐちサポートステーション＞
　http://www.kenko.pref.yamaguchi.lg.jp/jumyou/

kitsuen/index.html

◆禁煙したいと思ったら…
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Tabuse
Town News

６/10 子どもの健全な育成を願って
　西田布施公民館で『青少年健全育成町民会議』が
開催され、総会や小・中学生による作文発表が行
われました。また、社会全体で解決すべき問題の
一つとして『児童虐待』をとりあげた朗読劇を行
い、いち早い通報の大切さを呼びかけました。
　会議前には、柳井保護区保護司会田布施地区と
町更正保護女性会のみなさんが、７月１日から始
まる『社会を明るくする運動』の強調月間に先立
ち、総理大臣からのメッセージを伝達されました。

６/15 瑞宝双光章を受章

５/24 松村邦洋さんも PR ！
　先日、『たぶせふるさと応援大使』を任命された
タレントの松村邦洋さんが、町長を訪問されまし
た。
　松村さんは、帰郷されたタイミングでたぶせふ
るさと応援大使の就任挨拶を兼ねて来庁され、町
長とともにふるさとである田布施町での思い出話
に花を咲かせていました。
　今後も、今まで以上に田布施町のPRをしていく
と意気込みを語っておられました。

６/13 永きにわたる活動を感謝
　元行政相談員の才田信代さんに、総務大臣から
感謝状が贈られました。
　才田さんは、平成13年６月１日付で行政相談
員を委嘱されて以来、15年10 ヵ月の永きにわた
り地域の身近な相談相手として行政と地域住民を
結ぶ活動をされてきました。
　才田さんは、平成25年に総務大臣表彰も受賞
されています。

　平成29年春の叙勲で、櫻井濟
なりよし

美さんが『瑞宝双
光章』を受章されました。
　櫻井さんは、昭和45年に小学校教諭として奉職
された後、校長、教育事務所所長などを歴任され、
長年にわたり子どもたちと真摯に向き合ってこら
れたことが今回の受章につながりました。
　櫻井さんは現在、行政相談員、教育委員として、
引き続き地域のために取り組んでおられます。
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　学生時代にフェンシングで世界選手権に出場し、教員としても生
徒たちにフェンシングの指導にあたった田熊さん。退職後に出会っ
た『点訳』への思いを語っていただきました。

点訳に出会って

　

高
校
入
学
と
同
時
に
出
会
っ
た
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
繊
細
な
剣
さ
ば

き
の
競
技
に
引
き
込
ま
れ
、
高
校
・
大

学
と
続
け
る
う
ち
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
い
と
い
う
願
望
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
は
男
性
上
位
で
、
女
性

は
な
か
な
か
世
界
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
難
し
く
、
選
考
会
で
選
ば
れ
た
も
の

の
、「
女
子
の
派
遣
は
見
送
り
ま
す
。」

の
一
言
で
、
二
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
を
ふ
い
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
女

性
陣
が
立
ち
上
が
り
、
協
会
に
対
し

「
出
場
費
用
を
全
額
自
己
負
担
に
す
る

の
で
、
世
界
選
手
権
に
出
場
さ
せ
て
ほ

し
い
。」と
働
き
か
け
、
何
と
か
出
場
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
成
績
も
協
会

が
期
待
し
て
い
た
以
上
の
も
の
を
残
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
女
子
が
世
界
大

会
へ
出
場
す
る
機
会
が
次
第
に
増
え
て

い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
自
分
た
ち
の
働

き
か
け
は
、
日
本
の
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
界
に
一
定
の
貢
献
を
果
た
し
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
時
代
の
世
界
大
会

出
場
の
た
め
の
練
習
や
合
宿
、
教
員

に
な
っ
て
か
ら
の
生
徒
へ
の
指
導
な

ど
、
長
年
足
腰
に
負
担
を
か
け
て
き
た

た
め
、
退
職
す
る
こ
ろ
に
は
、
右
股
関

節
に
人
工
骨
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
結
果
的
に
大
好
き
な
運
動
が

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
退
職
し
た
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
以
外

の
ス
ポ
ー
ツ
に
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
つ
ら

い
現
実
に
涙
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
、

『
点
訳
』と
い
う
、
視
覚
障
害
者
が
情
報

源
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
点
字
に
文
字

を
打
ち
直
す
こ
と
で
し
た
。
三
十
数
年

前
、
そ
の
当
時
勤
務
し
て
い
た
柳
井
学

園
高
校
に
、
視
覚
障
害
者
の
中
村
実
枝

さ
ん
が
講
演
に
来
ら
れ
、
彼
女
が
指
先

を
滑
ら
す
よ
う
に
し
て
、
も
の
す
ご
い

速
さ
で
点
字
を
読
み
な
が
ら
話
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
点
字

の
本
が
あ
れ
ば
、
健
常
者
と
変
わ
る
こ

と
な
く
文
字
が
読
め
る
の
で
す
。
目
の

不
自
由
な
人
を
、
点
訳
を
通
じ
て
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
志
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
わ
た
し
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と『
ほ
お
ず
き
の
会
』

に
入
会
し
た
の
で
す
。

　

入
会
当
初
は
、
ア
イ
ウ
エ
オ
は
も
ち

ろ
ん
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
文
章
を

切
る『
分
か
ち
』な
ど
、
知
ら
な
い
こ
と

石の口自治会　田熊 れい子

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.294

点訳を通じて視覚障害者のみなさんを
支援していきたいです。

ば
か
り
で
、
点
字
の
基
礎
・
基
本
の
習
得

に
励
む
毎
日
で
し
た
。
今
で
は
、
日
本
点

字
図
書
館
か
ら
依
頼
さ
れ
る
新
刊
本
や
、

目
の
不
自
由
な
人
か
ら
依
頼
を
受
け
る
小

説
や
取
扱
説
明
書
の
点
訳
、
広
報
な
ど
の

点
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
・

中
学
校
で
実
施
さ
れ
る
『
総
合
的
な
学
習

の
時
間
』
に
お
い
て
、
点
字
に
触
れ
る
授

業
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

股
関
節
を
痛
め
た
こ
と
で
、
大
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
代
わ
り
に『
点
訳
』と
い
う
生
き
が
い

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
少
し
で
も
視
覚
障
害
者
の
み
な

さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、

研け
ん
さ
ん鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
田
布

施
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
現

在
総
勢
25
人
で
、
土
日
を
中
心
に
、

元
気
よ
く
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
田
布
施
野
球
で
は
、
試

合
で
結
果
を
出
す
こ
と
、
勝
利
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
勝
つ
こ
と
が
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
勝

利
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
こ

と
で
も
反
復
練
習
を
粘
り
強
く
行

い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
持

た
せ
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目

的
を
明
確
に
し
、
努
力
す
る
子
ど
も

た
ち
に
は
、
み
ん
な
で
協
力
す
る
大

切
さ
、
つ
ら
い
と
き
で
も
頑
張
る
気

持
ち
、
仲
間
を
思
い
や
る
優
し
さ
、

ま
わ
り
の
人
々
に
感
謝
す
る
心
を

し
っ
か
り
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
試
合
に
勝
つ
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
い
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
今
日
も
必
死
に
努
力
し
成
長
し
て

い
ま
す
。（
親
子
で
必
死
に
頑
張
っ

た
あ
と
の
夕
食
は
格
別
で
す
よ
。）

　

そ
ん
な
田
布
施
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
は
、
い
つ
で
も
入
団
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
外
で
遊
び
回
る
環

境
も
少
な
く
な
っ
た
今
、
得
手
不
得

手
関
係
な
く
野
球
を
通
じ
て
体
を
動

か
す
楽
し
さ
を
感
じ
、
仲
間
と
一
緒

に
努
力
す
る
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

田布施野球
スポーツ少年団

■代表者　河本  猛
■日時　毎週土・日曜日
　　　　午後１時～午後５時
　　　　（第３日曜日を除く）
■練習場所　スポーツセンター
■問合せ先　☎52-7676

サ ークルスケッチ

　

６
月
14
日
、
活
動
５
年
目
を
迎
え
た

『
西
の
寺
子
屋
』の
開
講
式
が
、
36
人
の

元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
座
『
や
さ
い
を
そ
だ
て

よ
う
！
』
は
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り

組
み
で
、
畑
作
り
か
ら
栽
培
・
収
穫
・

調
理
と
年
間
を
通
し
て
展
開
し
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
の
活
動
は
、
西
小
の
敷
地

の
一
角
を
お
借
り
し
た
、
新
た
な
畑
の

開
墾
か
ら
苗
植
え
前
ま
で
の
畑
作
り
で

す
。
６
区
画
に
分
け
た
敷
地
に
、
児
童

と
見
守
り
隊
・
世
話
人
の
大
人
が
、
頭

を
寄
せ
合
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と

に
ぎ
や
か
に
整
地
す
る
光
景
は
、
西
の

寺
子
屋
の
目
指
す
と
こ
ろ
の
『
と
も
に

学
ぶ
場
』
そ
の
も
の
で
す
。
次
回
の
苗

の
植
え
付
け
準
備
に
向
け
て
み
ん
な
で

協
力
し
元
肥
を
入
れ
、
マ
ル
チ
ン
グ
を

し
た
植
え
床
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
札
を

立
て
る
姿
は
、
ま
る
で
新
天
地
を
開
墾

し
た
よ
う
な
誇
ら
し
さ
に
輝
い
て
い
ま

地域
の力を学校に！

笑顔の地域力…
寺子屋が起こす化学反応

し
た
。
作
業
当
初
は
我
先
の
子
ど
も
た

ち
も
、
終
了
間
際
、
地
域
講
師
に
農
作

業
用
具
の
種
類
や
使
い
方
・
意
味
な
ど

を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
ろ
に

は
、
真
剣
な
眼
差
し
を
向
け
疑
問
を
投

げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
人
が
財
産
の
寺
子
屋
は
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
多
く
の
地
域
の

人
々
に
支
え
ら
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
進
化
し
て
ゆ
き
ま
す
！
そ

し
て『
子
ど
も
』と『
大
人
』、『
地
域
』と

『
学
校
』が
交
流
し
て
生
み
出
す
化
学
反

応
に
よ
っ
て
、
学
校
を
中
心
と
し
た

『
笑
顔
の
地
域
力
』が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す

る
お
手
伝
い
に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
さ
ら

に『
西
の
寺
子
屋
』の
栄
養
源
に
な
り
ま

す
！

西の寺子屋代表
三輪 道代

問社会教育課
　   ☎ 52-5813
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中
谷
み
さ
を

甲
斐　

信
子

小
藤　

淳
子

加
治　

紀
子

藤
井
千
恵
子

８月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

毎週月曜日・祝日
月末整理 31 日（木）

時
に
振
り
向
い
て
み
る
な
が
い
道
の
出
発
点

新
緑
の
緑
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に

同
世
代
の
名
優
続
い
て
逝
き
昭
和
が
黄た

そ
が
れ昏

る

青
空
も
畑
も
こ
こ
ち
よ
く
た
が
や
し
て
い
ち
に
ち

風
も
青
葉
も
憩
う
五
月
の
ベ
ン
チ

　
　
　
　

短
歌

托た
く
ら
ん卵

を
果
た
せ
し
も
の
か
朝
空
に

　
　

高
く
聞
こ
ゆ
る
山
ほ
と
と
ぎ
す	

藤
田　

京
子

波
音
が
木
々
の
下
か
ら
響
き
き
て

　
　

風
吹
き
抜
け
る
磯
辺
八
幡	

上
岡　

知
雄

主
婦
達
は
吾
を
追
い
越
し
ス
ー
パ
ー
の

　
　

先
着
１
０
０
名
卵
を
め
ざ
す	

城　
　

恭
子

た
わ
む
れ
に
は
き
た
る
亡は

は母
の
桐
下
駄
の

　
　

か
わ
き
し
音
の
ひ
び
く
夕
暮
れ	

吉
村　

京
子

夢
多
き
何
か
ま
わ
ず
に
無
我
夢
中

　
　

達
成
近
し
心
は
れ
ば
れ	

河
村
美
喜
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

大
毛
虫
墓
石
ゆ
っ
く
り
は
ひ
の
ぼ
り	

岡　
　

倫
子

睡
蓮
や
水
面
の
影
に
又
も
雨	

曽
我　

欣
行

雨
を
得
て
芍

し
ゃ
く
や
く薬

日
々
に
彩
の
濃
し	

松
根
千
代
子

夏
帽
子
か
る
く
押
へ
て
歩
く
浜	

田
村　

文
代

ほ
ろ
馬
車
の
駆
け
る
道
辺
の
四
葩ひ

ら

か
な	

播
磨　

春
枝

『定年後
50 歳からの生き方、終わり方』

　　　　　　　　　　  楠木 新  著

誰もがいつか迎える定年。第二の人
生をどう充実させたらよいか。定年
後に待ち受ける現実を明らかにし、
真に豊かに生きるためのヒントを提
示する。人生は後半戦が勝負。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

そ
ら
ま
め
く
ん
の
は
ら
っ
ぱ
あ
そ
び

	

な
か
や
み
わ

キ
キ
と
ジ
ジ	

角
野

　
栄
子

な
ん
で
も
で
き
る
!?	

五
味

　
太
郎

絵
本
江
戸
の
ま
ち	

太
田

　
大
輔

だ
じ
ゃ
れ
世
界
一
周	

長
谷
川
義
史

き
ん
た
ろ
う
ち
ゃ
ん	

斉
藤

　
　
洋

釣
り
に
い
こ
う
よ
！	

加
藤

　
康
一

ジャクソン・ポロック幻の傑作のオーク
ション開催が迫る香港。美里は七人の仲
間とある計画に挑む。一方、アーティス
トを夢見る高校生・張英才に謎の集団『ア
ノニム』からメッセージが届く…。

虹
色
の
チ
ョ
ー
ク	

小
松

　
成
美

転
職
に
向
い
て
い
る
人

転
職
し
て
は
い
け
な
い
人	

黒
田

　
真
行

は
ち
み
つ
ス
イ
ー
ツ	

若
山

　
曜
子

ハ
ッ
チ
と
マ
ー
ロ
ウ	

青
山

　
七
恵

ア
ン
カ
ー	

今
野

　
　
敏

潮
騒
は
る
か	

葉
室

　
　
麟

ド
ク
タ
ー
・
デ
ス
の
遺
産	

中
山

　
七
里

『アノニム』
原田 マハ  著

おしゃべり箱おはなしの会
　８月26日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室にて

『つまんない つまんない』
  　　　　　ヨシタケ シンスケ  作

世界一つまんない遊園地ってどんなと
ころ？一番つまんないのって、何歳だ
ろう？誰もが経験する退屈な気分をと
ことん考え抜いた、面白さ満点の『つま
んない』絵本。

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 
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問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
５
／
18
～
６
／
17
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
２
件

＊
香
典
返
し

大
波
野
上　

梅
木
康
弘
（
母
）
悦
子

瀬　

戸　

松
本
典
孝
（
祖
母
）
チ
ヨ
ノ

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

子育て支援センター
はいはい

１ 日 ( 火 )　身体測定・水遊び
２ 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組

８ 日 ( 火 )　水遊び
22 日 ( 火 )　水遊び
29 日 ( 火 )　制作遊び

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

４ 日 ( 金 )　身体測定・プール遊び
18 日 ( 金 )　プール遊び

H26.4.2 ～ H27.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

３ 日 ( 木 )　身体測定・プール遊び
17 日 ( 木 )　プール遊び
24 日 ( 木 )　プール遊び
　　　　　 おにぎりギュッ！
31 日 ( 木 )　制作遊び

あんよが上手にできる H27.4.2 以降生まれ対象

全員対象

９ 日 ( 水 )　リトミック
　　　　　 誕生会

*  *  *

赤ちゃんサロン（８月行事） 10:00 ～ 12:00

問たぶせ保育園　☎53-1012

月～金曜日　8:30 ～15:30
（昼休み　12:15 ～ 13:15）

土　 曜　 日　8:30 ～13:30

おんとも

施設開放

　平成 29 年度の警察官採用（Ａ）試験（第２回）、警察
官採用（Ｂ）試験および警察事務職員（高校卒業程度）
採用試験が、下記のとおり行われます。詳細は警察本部
警務課（☎ 0120-314-290）にお問い合わせください。
■警察官採用（Ａ）試験（第２回）男性・女性
◇受験資格
　昭和 59 年４月２日以降に生まれ、四年制以上の大学

を卒業または平成 30 年３月 31 日までに卒業見込み
の者

◇第１次試験日　９月 17 日（日）
■警察官採用（Ｂ）試験男性・女性
◇受験資格

問柳井警察署　☎ 23-0110
　 http://www.police.pref.
　yamaguchi.jp/1040/index.htm

警察官採用試験

警察事務職員採用試験

柳井警察署だより

　昭和 59 年４月２日から平成 12 年４月１日までに生
まれた者で、警察官（Ａ）以外の学歴の者

◇第１次試験日　９月 17 日（日）
■警察事務職員（高校卒業程度）
◇受験資格
　平成８年４月２日から平成 12 年４月１日までに生ま

れた者で、四年制以上の大学を卒業または卒業見込
みの者を除く

◇第１次試験日　９月 24 日（日）
■申込期限
　書面　８月 25 日（金）
　インターネット　８月 18 日（金）

・水遊び・プール遊びがあります。水着・タオルの用意をお願い
します。

・10 日（木）～ 16 日（水）まで、お盆休みです。

　

７
月
16
日
（
日
）
～
31
日
（
月
）

に
、『
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
を
実
施
し
ま
す
。

◇
重
点
事
項

①
発
航
前
の
船
体
・
機
関
な
ど
の

点
検

②
見
張
り
の
徹
底

③
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

◇
自
己
救
命
策

・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
利
用

す
る

・
家
族
・
友
人
な
ど
に
帰
宅
時
間

を
伝
え
る

◇
問
合
せ
先　

徳
山
海
上
保
安
部

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
０
１
１
２

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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◇
日
時　

８
月
３
日
（
木
）

　
〔
受
付
〕
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　

平
成
27
年
10
月
28
日
～
平
成
28
年

２
月
３
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

※
該
当
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

【 

１
歳
６
か
月
児
健
診 

】

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
29
年
出
水
期

か
ら
、
気
象
警
報
を
改
善
し
ま
す
。

①
５
日
先
ま
で
の
大
雨
警
報
な
ど

の
発
表
の
可
能
性
を
『
高
』『
中
』

の
２
段
階
で
提
供
し
ま
す
。

②
警
報
・
注
意
報
の
発
表
時
に
、
危

険
度
の
予
想
を
色
分
け
表
示
し
て

提
供
し
ま
す
。

　

町
政
に
対
す
る
町
民
の
理
解
お
よ

び
信
頼
を
確
保
し
、
町
民
の
行
政
へ

の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る『
情
報
公
開
制
度
』と
、
個

人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め

【 

平
成
28　
年
度

情
報
公
開
制
度
等
の
運
用
状
況 

】

く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

■
敬
老
会
は
９
月
９
日
（
土
）

　

当
日
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
催
物
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
出
席
い
た
だ
き
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
案
内
状
は
７
月
下
旬
に
発

送
し
ま
す
。

◇
日
時

　

９
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時

◇
対
象
者　

75
歳
以
上
の
人

◇
場
所　

町
内
８
会
場
（
東
田
布
施

小
学
校
・
麻
郷
小
学
校
、
城
南
公

民
館
・
西
田
布
施
公
民
館
、
麻
里

府
体
育
館
、
竹
尾
・
国
木
・
小
行

司
公
民
館
分
館
）

■
金
婚
夫
婦
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫

【 

敬
老
会 
】

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　

光
地
区
消
防
組
合
で
は
、
電
話
に

よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
人
、

聴
覚
や
発
語
が
不
自
由
な
人
の
た
め

に
、
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
緊
急
通
報
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
か

ら
、
電
話
に
よ
る
緊
急
通
報
の
番
号

と
同
じ『
１
１
９
』番
に
変
更
し
ま
し

た
。
利
用
方
法
な
ど
は
光
地
区
消
防

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
指
令
係

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
４

　

℻
０
８
３
３
‐
72
‐
１
２
１
１

【 

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
１
１
９
番

通
報
の
電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て 

】

【 
気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

気
象
警
報
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す 

】

婦
に
、
敬
老
会
会
場
で
田
布
施
町

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
す
。

◇
金
婚
対
象
者　

昭
和
42
年
１
月
１

日
～
同
年
12
月
31
日
の
間
に
結
婚

さ
れ
、平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、

健
在
な
ご
夫
婦

◇
届
出
方
法　

ご
夫
婦
の
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
婚
姻
年
月
日
を
、

８
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
健
康
保

険
課
に
届
け
出
る

■
長
寿
お
祝
い
金

◇
支
給
対
象　

９
月
１
日
現
在
で
80

歳
・
90
歳
・
１
０
０
歳
の
人

※
対
象
者
に
は
、
敬
老
会
の
後
に
文

書
を
発
送
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

　

健
康
保
険
課  

長
寿
支
援
係

　

☎ 

52
‐
５
８
０
９

③
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ

た
と
き
に
、
ど
こ
で
危
険
度
が
高

ま
っ
て
い
る
の
か
を
地
図
上
に
色

分
け
表
示
し
ま
す
。

※
①
と
②
は
５
月
よ
り
実
施
中
、
③

は
７
月
中
に
開
始
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

下
関
地
方
気
象
台

　

☎
０
８
３
‐
２
３
４
‐
４
０
０
７

に
実
施
し
て
い
る
『
個
人
情
報
保
護

制
度
』
の
、
平
成
28
年
度
の
運
用
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
情
報
公
開
制
度

 

・
公
開
請
求
件
数　

８
件

・
請
求
に
対
す
る
決
定
件
数

　

公
開
決
定　

８
件

◇
個
人
情
報
保
護
制
度

・
開
示
請
求
等
件
数　

０
件

◇
問
合
せ
先　

総
務
企
画
課  

総
務
係

　

☎
52
‐
５
８
０
２

【 

教
育
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
ま
す  

】

　

７
月
21
日（
金
）～
８
月
31
日（
木
）

午
前
10
時
・
午
後
６
時
に
教
育
チ
ャ

イ
ム
を
鳴
ら
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
、
夏
休
み
中
も
規
則
正

し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２
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＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

【 

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免
等
に
つ
い
て 

】

　

災
害
や
収
入
の
減
少
な
ど
の
特
別

な
事
情
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
一

部
負
担
金
（
自
己
負
担
額
）
の
支
払

い
が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
り
必

要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
一
部
負
担

金
の
減
額
や
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課  

保
険
年
金
係

　

☎
52
‐
５
８
０
９

　

田
布
施
中
学
校
運
動
部
が
『
秋
季

県
体
予
選
』
に
出
場
し
ま
す
。
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
部
は
９
月
30
日

（
土
）、
10
月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ

る
山
口
県
中
学
校
体
育
大
会
に
出
場

で
き
ま
す
。
夏
休
み
中
も
熱
心
に
練

習
に
励
ん
で
き
た
生
徒
の
活
躍
を
、

ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。（
屋
外

競
技
は
雨
天
順
延
の
可
能
性
あ
り
）

◇
日
時
・
競
技
・
場
所

・
７
月
27
日
（
木
）
サ
ッ
カ
ー
（
玖

珂
総
合
公
園
）

・
７
月
28
日
（
金
）
軟
式
野
球
（
ビ

【 

田
布
施
中
学
校 

秋
季
県
体
予
選 

】

　

国
内
各
地
の
大
き
な
地
震
に
よ
り

住
ま
い
が
倒
壊
し
、
多
く
の
人
命
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
震
へ
の

備
え
と
し
て
住
ま
い
の
地
震
に
対
す

る
安
全
性
を
知
り
、
耐
震
改
修
な
ど

の
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

住
ま
い
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
木
造
住
宅
耐
震
説
明
会
お
よ
び

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

７
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所　

中
央
公
民
館 
和
室
Ａ

◇
講
師　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員

◇
内
容

　
【
耐
震
説
明
会
】

　

県
内
で
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
、

地
震
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
被
害
状

況
、
耐
震
性
の
必
要
な
住
宅
に
つ

い
て　

な
ど

　
【
相
談
会
】

　

住
ま
い
の
耐
震
性
に
不
安
の
あ
る

人
、
実
際
に
診
断
・
改
修
を
お
考

え
の
人
に
、
診
断
・
工
事
の
流
れ

や
注
意
点
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

※
図
面
な
ど
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

建
設
課 

土
木
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
０
７

【 

木
造
住
宅
耐
震
説
明
会
・

無
料
相
談
会 

】
　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

・
１
等　

５
億
円
×
20
本

・
前
後
賞
各　

１
億
円
×
40
本

※
発
売
総
額
６
０
０
億
円
・
20
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

◇
発
売
期
間

　

７
月
18
日（
火
）～
８
月
10
日（
木
）

◇
抽
選
日　

８
月
20
日
（
日
）

◇
問
合
せ
先　
（
公
財
）
山
口
県
市

町
村
振
興
協
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
５
‐
６
６
１
２

【 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ 

】

　

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
高
校
卒
業
・

高
校
卒
業
見
込
み
の
人
に
対
し
、オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

７
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～

◇
内
容　

学
科
説
明
・
福
祉
授
業
体

験
・
進
学
相
談
な
ど

◇
申
込
締
切　

７
月
14
日
（
金
）

◇
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
立
周
防
大
島
高
等
学
校
久

賀
校
舎
福
祉
専
攻
科

　

☎
０
８
２
０
‐
72
‐
０
０
２
４

【 

福
祉
専
攻
科
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

】

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
は
、
４
月
中
旬
に
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
内

に
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
は
辞
退
と

し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
締
切　

７
月
18
日
（
火
）

◇
問
合
せ
先

　

給
付
金
に
関
す
る
専
用
電
話

　
（
申
請
締
切
日
ま
で
の
開
設
）

　

☎
53
‐
３
２
１
１

【 

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
間

ま
も
な
く
終
了
で
す 

】

ジ
コ
ム
柳
井
野
球
場
）

※
サ
ッ
カ
ー
と
軟
式
野
球
は
勝
ち
抜

い
た
場
合
、
翌
日
に
同
会
場
で
試

合
を
行
い
ま
す
。

・
７
月
29
日
（
土
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
（
田
布
施
中
学
校
）、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
（
平
生
中
学
校
）、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
子
（
田
布
施
中
学
校
）・

女
子
（
平
生
中
学
校
）、
卓
球
（
柳

井
中
学
校
）、
剣
道
（
平
生
武
道

館
）、
柔
道
（
田
布
施
農
工
高
校
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
中
学
校

　

☎
52
‐
２
１
３
８
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県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
経
済

状
況
か
ら
充
分
な
教
育
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の
子
ど
も

の
学
習
支
援
や
進
学
相
談
な
ど
を
行

う
『
学
習
支
援
員
』
を
募
集
し
ま
す
。

◇
派
遣
手
順

①
県
が
、
学
習
支
援
員
を
委
嘱
し
、

支
援
を
希
望
す
る
家
庭
を
登
録

②
県
が
派
遣
に
つ
い
て
調
整
・
決
定

③
学
習
支
援
員
が
家
庭
を
訪
問
、
学

習
支
援
を
実
施
（
週
１
回
、
１
～

２
時
間
程
度
）

◇
支
援
対
象
者

　

町
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
、
生
活
困
窮
家
庭
（
就
学
援
助

や
授
業
料
減
免
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
な
ど
）
の
子
ど
も

（
小
・
中
・
高
校
生
）

◇
活
動
手
当
な
ど

　

１
回
あ
た
り
２
５
０
０
円
の
活
動

手
当
と
自
宅
か
ら
派
遣
先
ま
で
の

旅
費
を
支
給

【 

学
習
支
援
員 

】

　

柳
井
商
工
会
議
所
で
は
、
創
業
意

欲
の
あ
る
人
を
対
象
に
創
業
塾
を
開

講
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
田
布
施
町
創
業
支
援
事
業
計
画
の

　

認
定
事
業
で
す
。

◇
日
時　

８
月
26
日
、
９
月
２
日
・

９
日
・
23
日
（
全
て
土
曜
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

◇
場
所　

柳
井
商
工
会
議
所

◇
対
象
者　

創
業
を
目
指
し
た
い

人
、
創
業
後
３
年
以
内
の
人

◇
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

◇
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

柳
井
商
工
会
議
所中

小
企
業
相
談
所

　

☎
22
‐
３
７
３
１

【 
や
な
い
創
業
塾 

】

　

あ
な
た
の
芸
術
作
品
『
１
点
』
を

芸
術
文
化
祭
に
向
け
出
展
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

◇
応
募
作
品
部
門

　

絵
画
（
洋
画
・
日
本
画
・
俳
画
）、

書
道
、
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
含
む
）、

手
芸
（
洋
裁
・
和
裁
・
刺
繍
・
編

み
物
な
ど
）、工
芸
（
陶
芸
・
木
工
・

切
り
絵
・
貼
り
絵
な
ど
）、文
芸（
詩

集
、
随
筆
集
・
歌
集
な
ど
）、
俳
句
・

短
歌
（
短
冊
・
色
紙
）

※
大
き
さ
の
規
定
が
応
募
部
門
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
作
品
募
集

　

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
作
品
の
規
定

 

・
１
人
（
１
団
体
）
１
点

 

・
未
発
表
の
作
品
に
限
る

 
・	
額
装
・
軸
装
・
軽
量
パ
ネ
ル
な
ど

で
仕
上
げ
、
展
示
が
で
き
る
こ
と

（
画
用
紙
・
半
紙
の
み
の
出
品
、

額
な
し
写
真
で
の
応
募
は
不
可
。

割
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
ガ
ラ
ス

パ
ネ
ル
は
避
け
る
こ
と
）

◇
応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
障
が
い
者

◇
応
募
方
法　

　

所
定
の
作
品
申
込
書
・
題
名
カ
ー

ド
に
記
入
し
、
提
出
す
る

※
作
品
申
込
書
・
題
名
カ
ー
ド
、
作

【 

山
口
県
障
害
者
芸
術
文
化
祭 

】

品
募
集
要
領
は
町
民
福
祉
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
期
限　

９
月
25
日
（
月
）

◇
作
品
の
提
出
方
法

　

作
品
申
込
書
・
題
名
カ
ー
ド
を
提

出
後
、
別
途
指
定
す
る
日
ま
で
に

作
品
を
町
民
福
祉
課
ま
で
持
ち
込

む
（
文
芸
、
俳
句
・
短
歌
は
、
作

品
申
込
書
・
題
名
カ
ー
ド
と
と
も

に
９
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
町
民

福
祉
課
ま
で
持
ち
込
む
こ
と
）

◇
応
募
先

　

町
民
福
祉
課  

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
５
４
３
２

　

島
ス
ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座
の

夏
休
み
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
紙
コ
ッ
プ

と
モ
ー
タ
で
『
す
も
う
ロ
ボ
ッ
ト
』

を
作
り
ま
せ
ん
か
。
申
込
方
法
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

８
月
10
日
（
木
）

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

◇
場
所　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

◇
対
象
者　

小
学
生
20
人
お
よ
び
そ

【 

親
子
発
明
工
作
教
室 

】

の
保
護
者
（
各
部
）

◇
受
講
料　

無
料

◇
問
合
せ
先

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
総
務
課

社
会
連
携
係

　

☎
74
‐
５
５
２
４

　

Ｌ
ｅ
ｔ`

ｓ　

ピ
ザ
作
り
！

　

田
布
施
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
料
理
教
室
で
す
。
地
元
で

採
れ
た
食
材
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち

に
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

◇
日
時　

８
月
８
日
（
火
）

【 

こ
ど
も
わ
く
わ
く
体
験
交
流
会 

】

募
　
集

　

７
月
～
12
月
に
県
内
各
地
で
紙
芝

居
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま

す
。
田
布
施
町
は
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

７
月
30
日
・
８
月
27
日
・

９
月
24
日
・
10
月
29
日
・
11
月
26

日
・
12
月
24
日
（
全
て
日
曜
日
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
場
所

　

田
布
施
町
郷
土
館
（
駐
車
場
有
）

◇
内
容　
『
丸
尾
薬
師
と
ガ
ラ
ガ
ラ

刀
』
な
ど
田
布
施
町
周
辺
に
伝
わ

る
話
を
上
演

◇
入
場
料　

無
料

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
町
郷
土
館

　

☎
52
‐
２
６
２
０

【 
山
口
ど
こ
で
も
紙
芝
居

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

】
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

町
内
の
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
子
と
保
護
者

◇
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

◇
募
集
人
数　

20
組

◇
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

経
済
課　

☎
52
‐
５
８
０
５
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【 

海
上
保
安
学
校
・
大
学
校
生
募
集 

】

◇
受
験
種
目

①
海
上
保
安
学
校
生

②
海
上
保
安
大
学
校
学
生

◇
応
募
資
格

①
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
後
５
年
（
②
は
２
年
）
を
経

過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
来
春
卒

業
す
る
見
込
み
の
人
な
ど

◇
受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

①
７
月
18
日（
火
）～
７
月
27
日（
木
）

②
８
月
24
日（
木
）～
９
月
４
日（
月
）

◇
応
募
先

　

人
事
院
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

URL

：http://w
w

w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

◇
問
合
せ
先 試

　
験

人口と世帯

… 人口 …
15,533  人

（増減 － 5 人）

… 男 …
7,392  人 

… 女 …
8,141  人 

… 世帯 …
7,042 世帯

（６月１日現在）

今月の納期

７月・８月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　７月 30 日（日）　８月 27 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　7 月 31 日（月）　８月 31 日（木）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

　　　第 ９ 回（昭和 41 年３月）卒業生
　　　第 19 回（昭和 51 年３月）卒業生
　　　第 29 回（昭和 61 年３月）卒業生
　　　第 39 回（平成 ８ 年３月）卒業生
　　　第 49 回（平成 18 年３月）卒業生

○日時　８月13日（日）
　　　　午前11時～午後２時
○会場　田布施町商工会館サリジエ
○会費　3,500円（記念写真代含む）

田布施中学校
同窓会・懇親会のご案内29年度

前売券を用意しています。
（当日、受付で支払うこともできます。）

みなさんのご出席をお待ちしています。

当
番
幹
事

問田布施中学校同窓会事務局
　（田布施中学校内）　☎52-2138

【 

自
衛
官
募
集 

】

■
募
集
職
種
（
日
本
国
籍
保
有
者
）

◇
航
空
学
生
（
海
自
・
空
自
）

・
応
募
資
格

　

高
卒
・
高
専
３
年
次
修
了
者
（
見

込
み
含
む
）
21
歳
未
満
の
人

　
（
海
自
23
歳
未
満
・
空
自
21
歳
未
満
）

・
１
次
試
験
期
日　

９
月
18
日
（
月
）

◇
一
般
曹
候
補
生

・
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
１
次
試
験
期
日　

９
月
16
日
（
土
）

◇
自
衛
官
候
補
生

・
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
１
次
試
験
期
日　

９
月
16
日
（
土
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
限

　

９
月
８
日
（
金
）

■
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１

　

柳
井
市
南
町
３
‐
８
‐
４

荒
田
ビ
ル
２
階

　

防
衛
省
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本

部
柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
22
‐
８
１
９
９

　

徳
山
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
０
１
１
１

◇
そ
の
他

・
支
援
対
象
者
な
ど
の
希
望
は
承
り

ま
す
。

・
学
習
支
援
員
の
損
害
保
険
料
は
県

が
負
担
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

東
部
社
会
福
祉
事
務
所

　
（
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健

福
祉
企
画
室
）

　

☎
22
‐
３
７
７
７

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

○固定資産税・都市計画税	 （２期）
○国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料	 （１期）
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１
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 16
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

２
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 17
（木）

３
（木）

■ 1.6 歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公） 18
（金）

■補導委員会夜間パトロール　19:00 ～ 20:00

４
（金）

19
（土）

■魅力再発見ウォーキング　5:30 ～（田布施地域交流館）

５
（土）

■魅力再発見ウォーキング　5:30 ～（田布施地域交流館） 20
（日）

６
（日）

21
（月）

■魅力再発見ウォーキング　5:30 ～（田布施地域交流館）

７
（月）

■妊婦・育児相談　10:00 ～ 12:00（西公） 22
（火）

■献血　9:30 ～ 11:30（マックスバリュ田布施店）

８
（火）

■乳・子宮頸がん検診　13:00 ～ 14:30（城公） 23
（水）

■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

９
（水）

■乳・子宮頸がん検診　13:00 ～ 14:30（里公） 24
（木）

■離乳食教室　10:00 ～ 11:30（西公）

10
（木）

■乳・子宮頸がん検診　13:00 ～ 14:30（麻公） 25
（金）

11
（金）

26
（土）

■魅力再発見ウォーキング　5:30 ～（田布施地域交流館）

12
（土）

■魅力再発見ウォーキング　5:30 ～（田布施地域交流館） 27
（日）

■詩情公園美化ボランティア　8:00 ～（田布施地域交流館裏）
■山口どこでも紙芝居　10:00 ～ 11:30（郷土館）

13
（日）

28
（月）

14
（月）

29
（火）

15
（火）

30
（水）

■天体教室　20:00 ～ 22:00（城南小）

31
（木）

【心】

【介】

【オ】

【困】

柳 井 川 区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

【困】 困りごと相談
日時 ８月 28 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中公１階和室
問 町民福祉課
　 ☎ 52-5811

休日夜間応急診療所
（柳井市中央 1-5-3）

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日除く）

場所 町社会福祉協議会
問 ☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
問 地域包括支援センター
 　☎ 53-1292

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】

【オ】 はつらつオレンジカフェ
日時 第４木曜日
　　 午前 10 時～正午
場所 高齢者いきいき館
問 地域包括支援センター
 　☎ 53-1292

【心】

８月のカレンダー

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

【法】 弁護士無料法律相談
日時  ８月 16 日（水）
　　  午前９時～
場所 町役場１階保健室
問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※電話による完全予約制(先着順)

【法】


